
［第一回日本言語文化学研究会発表要旨］

初級文型について一作文教材への手がかりとして〈中間報告〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簗島史恵’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990，12．15発表〉

　最近日本語学習者は多様化しているが、今回私たちが焦点を当てたのは、　300

時間程度の短い予備教育期間を経ただけで、大学や大学院、職場等に入り、そう

いった専門の日本語に接していかなければならない学習者達である。彼らに関す

る問題点もまた様々あるが、中でも、それまでほとんど短文（ないしは短文の積

み重ねとしての文章）しか書いた経験がないままで、突然求められる専門のレポ

ートや論文には多くの学習者が困惑している。既にある誤用研究などからもわか

るように、彼らが書く文章には大きく二つのパターンがある。一つは、習った文

型や文末表現のうち一部のものだけを繰り返すことで、無難ではあるが、幼稚に

感じられる文章である。もう一つは、多くは自分の母言吾で作った文を翻訳して書

くために、複雑な長い文ができあがり、そのために文がねじれてしまっているも

のである。この二種類の文章は一見両極であるように思われるが、いずれも初級

の文型を学ぷ際に、　「日本語で考え、日本語で書く」といった練習を殆ど行えな

かったことに起因している。専門の文章と言えども、一文一文は必ずしも長い複

雑な文で書く必要はない。その意味では初級文型でも運用次第でかなりレベルの

高い文章を書くことができる。つまり、彼らに一番不足しているのは、内容や文

章の長短にかかわらず、文と文とを関係づけることではないか。私たちは、この

点に注目して、より早い時期から、文型の習得と並行して文を積み重ねる練習を

させるような副教材としての作文教材の必要性を感じ、今回はその準備として、

現在よく使われている初級教科書の文型調査を行った。このような初級文型調査

は今までにもなされているが、最終的には作文教材に用いる文型の抽出とその提

出順を調ぺたい、という独自の観点があることと、新しい教科書も出てきている

ことなどの理由から改めて行うことにした。
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尚、作文教材の講案概要は以下のようである。

　1）全体は約30課で構成する。

　2）各課では複数の文型をとりあげ、それぞれの文型の定着だけでなく、

　　　文連続の流れを重視した作文練習を目標とする。

　3）全体を2または3段階に分ける。原則として単純なドリル的な文型問

　　　題はとりあげないが・練習問題のパターンを易しいもの（整序・結び

　　　つけなどを用いた作文の前段階となるようなもの）から、モデル作文

　　　を提示したりデータや絵を用いてある程度文章を誘導するもの、更に

　　　創造する部分が多いものへと移していく。後半からはテープを利用し

　　　て大意をまとめさせたり・簡単な紙芝居を作らせるといった過程を経

　　　て、自由作文・レポー一トのレベルまで到達させたい。

　4）原稿用紙その他の書式の使い方は前半から各課に分散させ、後半では

　　　文末表現にも注意を払いたい（特に「です・ます」体から「だ・であ

　　　る」体への移行を早い時期に目指したい）。

’この研究は発表者の他2名（笠原ゆう子・国際交流基金日本語国際セン

　ター日本語教育専門員及び柏麟秀子・日本学術振興会特別研究員）との

　共同研究である。

　次頁より研究会での発表段階における文型一覧を参考に掲げる。この文型表を

更に修正加筆したもの及びその考察等は後日、国際交流基金日本語国際センター

に紀要（創刊号）にて発表予定である。

　この文型整理及び作文教材について、ご助言ご意見等伺零れば幸いである。
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